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中にある日本とアジアをめぐっての一つの “vision”  というか、「夢」をお話ししたいと思って
おります。よろしくお願いいたします。
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最初に ICU でアジア文化研究を始めた頃、ICU の人達は教師も学生も、皆、眼は西洋に向
かっておりました。敗戦後の日本ですから、「15年戦争」で日本は遅れている、先進西洋諸国











































てたのでした。) ICU の中よりも、むしろ外の人々の方がたくさん読んで下さって、textbook に
使って下さったというようなことも聞きました。
第 3に、「アジアの文化・社会の変化」、その質を問うという意味での「近代化」  という問
題が研究テーマになっていました。ここでいう「近代化」とは、単に westernization とか、













ichauer が director をしておられた Harvard-Yenching Institute から補助金を受けました。それら
の図書は全部 ICU 図書館に収蔵されましたので、  ICU 図書館は日本・中国関係の資料を豊富




文では Comparative Chronology of Protestantism in Asia (1984年)として出版しました。これの
完成には 20年かかりました。この比較年表作成には、ここにおられる魚住教授、葛西教授、  小
沢浩さん(現富山大学教授)、岡田典夫さん(現茨城キリスト教大学学長)らもご協力下さいまし
た。お二人は当時、研究所の有能な研究助手でした。今日は遠路わざわざ出て来て下さったこ
とを嬉しく思います。United Board for Christian Higher Education in Asia からの援助により、台
湾 ・ 韓国 ・インド・フィリピン・タイ・インドネシア等の諸国より次々に学者を、ある期間、







こっている変化をどう見るか ?    戦争直後は民族主義 (nationalism) が盛んでした。他国の支配
からの独立と国内の民主化という問題が、第二次大戦後のアジアの人々の大きな関心事だった
と思います。もう一つは近代化への変化ですね。近年アメリカやフランスなどでは、自分達西












す。その他多様なvisible な、また invisible ないろいろの差別があります。そういう文化・社会
の基本に厳然と存在する、人間を非人間的に取扱う問題の克服が「近代化」という課題にはこ
























































私はユング (Carl G. Jung) の集合的無意識、集団的無意識というものに大きな関心を持って



















バー (Reinhold Niebuhr) の「祈り」として広く知られている「祈り」があります。
“Oh God
Give us serenity to accept
What can not be changed.
Courage to change
What should be changed.
And wisdom to distinguish
The one from the other.”
1945年「アメリカの母」を選ぶ全米各州代表の会で、前年度のアメリカの母だったジョー


































第 2に、こうした問いは、民主主義的な社会制度、  経済における社会正義の尊重される人
間関係、モザイク的な平和的共存、つまり民主主義的な社会関係の基盤になるような普遍主義




















てもいいと。それは “social-nationalism” と “socio-democracy” と「一人の神を信じる信仰」の
三つにしてもいい。この三原則、トリシーラを一つにまとめて、一つの原則にしてもいい。そ
れは「ゴットン・ローヨン」(Gotong-Rojong) だと。「ゴットン・ローヨン」というのは「協力」
ということだ。これは static な家族原理よりももっと dynamic で、苦しみをともにし、苦しみ
を通して互いに助け合う事が「ゴットン・ローヨン」だと言っています。これが実現したかど
うかは知りません。しかし、少なくとも国を始めようとするときに、このような思想を表明し





























































































ン・ブルームが 1987年に書いた The Closing of the American Mind、日本語訳は『アメリカ
ン・マインドの終焉』(みすず書房)では、アメリカの大学においても、伝統的に重要視されて
17
きた教養主義教育 (liberal education) が失われることによって、人間とは何か、生きる意味は何
かということが問われなくなっている。また、離婚家庭の子供がいま大学生の中に非常に多く
なっているが、彼らは自分にも他人にも責任を持つというモラルの拘束を失ってしまっており、
共同生活の営めない若者がたくさんできてきているという問題提起をしています。これは、ア
ジアの nepotism と対極をなすところの、連帯性を失った人間社会の問題だともいえます。
私は周恩来が中国社会に根深い nepotism、縁者びいきの悪い慣習を克服するための規律を書
き残していることなども興味深く思うのですが、話が長くなりますし、今日の直接のテーマで
はありませんから、ここではこれ以上、この問題には入らないことにします。
アジアの諸民族が、その土着文化・思想の底に持っている「人間理解」、特に「普遍的な価
値」につながるもの、それの含む「悪」のとらえ方などを一例として、デッサン的にお話して
きましたが、私は人間理解をめぐって、アジアの特有のアーキタイプスの共同研究を、北から
南までの多元的なこの文化圏で行うことができれば、それは非常に重要な意味を持つのではな
いかと思います。そしてアジアの多元的文化価値を深いところで普遍的な価値でつなぐことの
出来るものが発掘——創造できないか。アジアの多元的文化のそれぞれの文化の独自性を保持
しながら、しかも、その奥底に、共通の価値観の公分母になるようなものを掘り起こすことが
できるような「創造的対話」、多元的価値観の創造的対話が、共同研究によって生み出せない
か。これが、今日、私が皆様にお伝えしたい  「夢」です。
どうもありがとうございました。
